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 質 疑応 答 

 
 
 質問者① JAXA   環境試験技術センター 西田  様  
HALT の点、私もまだまだ勉強中なんですが、米国の方では自動車会社で色々使われていて、

当然のことながら日本の自動車会社も使っていると思います。日本の自動車会社さんが使

っていて、色々な問題点だとか、よかった点などがあると思いますが、もしご紹介できた

らこういう点がありましたというのをちょっと教えて頂きたいと思います。宜しくお願い

致します。 

 
 
 発表者 

自動車業界は一番今ホットな状態でして、新しいモノづくりに変えようという風にやって

おります。主なターゲットはやはり ECU（EngineControlUnit,エンジンコントロールユニッ

ト）ですね。ですから二年後、三年後、特に電気化、エレクトロニクス化が進みましたと

ころ、電気自動車であったり EV であったり HV であったり、今までのガソリンエンジンの

制御方式とは全く異なるので、電気的なところでの不具合に注目されています。 

それから、我々がお手伝いした中で、私自身面白かったと思いましたのが、色々な機構部

品、例えばアクセルペダルであったり、ブレーキであったりですね。特にアクセルなんて

いうものは、今ペダル全体が樹脂でできていまして、中にセンシング用のふみしろを測定

するセンサがついているんですが、これは味付けが違う。踏んだ時にずいぶんとかぶり方

が違ってきます。また、日本製・アメリカ製・ヨーロッパ製を比べた時に、壊れ方の限界

点、温度が違います。やはり日本製が一番高い。ただ、HALT というものを提唱しだした

Dr.Hobbs が、同じような工業製品だと実は同じように壊れるはずだと主張しております。

同じようにアクセルペダルというのは、不良点の温度の差はあるんですが、壊れ方という

のは同じ、不具合の出方も同じとなっています。押しなべて考えると、パソコンなどもそ

うなんですね。どこのメーカがつくられていても、B5 サイズのパソコンだとしますと CPU

があって、バッテリがあって、厚さがこれくらいで・・・というように、どうしても作り

方が似てきて、共通的なところがやはりあります。やってみると非常に面白い。どうやる

とこれは楽だろうかというようなことで、なるべく厳しい試験を考えます。ですから、ベ

ーキング終わった後、供試体をずっと入れとくのか入れないのかなど考える必要はありま

すが、その場合は実は低温起動をかけようと思ったら、切っておいてから低温に大きく入

れてやると。高温の場合ですと、入れっぱなしにしといて、残りをかけてやると。そんな

風にやられています。 

ほとんど HALT 自体は一般の人は知られておりませんが、実は今身のまわりにあるものは

良くやられ始めています。スマホ、携帯、パッド、デジタルオーディオ、もちろんこの PC
とか液晶テレビなど身近なもので相当やられております。 
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 質問者 JAXA   山本理事  

大変貴重な御発表ありがとうございます。 

HALT と HASS の効果ということで、開発期間だとか開発スピード、コストと保障という

三つの柱を書いて頂いているんですけれども、参考データということで、こういう分野

だったら具体的にどういう効果があったとか、おおざっぱに言って半分になったとか、

あるいは一桁変わったとかそういう数値があれば教えて頂きたいと思います。 

また、昔の衛星は、試験のためのモデルやフライトの為のモデルなど、モデル毎にある

種の部品の使い方が変わってきます。そのため、フライト品に強烈なストレスをかけて

こわしてしまう試験をやるという点は実施していないのが現状です。一方で、小型衛星な

ど、１機は壊れてもよく、10 機、100 機飛ばして、そのうちの何機が動いていればトータ

ルのミッションを達成できるので、数で勝負するという考えはこれから出てくるかもし

れません。このような世界の中で、ある意味では効果はあるかもしれないですが、何か

ご意見伺いたいと思います。 

 
 
発表者 

効果の方ですが、難しいですね。実際には開発期間をどこからどこまで見るかですが、

ベリフィケーションテストを従来のまま残して HALT をかけた時に、本来のかかるべき期

間が一回で終わりましたというケースは多々あります。いわゆる手戻りがない。理想的

には手戻りゼロを目指すんですけれども、はたして全部ゼロになるかというと、HALT で

カバーできない部分があります。例えば湿度などはカバーしておりませんので、そうい

ったものは残るんですが、おしなべて、1 年間の開発期間のトータルが、4 か月とか半分

弱ぐらいになることが、家電業界とか IT 業界ではわりとあります。 

それから、高額なものに関する量産効果について、実は医療器関系や、ロケットや飛翔

体などの防衛部門に使用されているものにつきましては基本的には HASS をかけてやって

おります。某国がロケットを上げるといいますと日本でも防衛に関して配置しますが、

このあたりに対しても我々はお手伝いをさせて頂いております。ですから昔はライセン

ス契約をしておりましたが、最近は完全に共同研究ということで、アメリカでやられて

いることは日本でもやられているということで効果を出しております。 
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